
　「診察用の靴を履くと，しっかり歩けるんですよ」
　20 年以上前の会話のひとこまであるが，今でも鮮明に覚えている．総合臨床実習の 1 期
目に学生として最初に担当させていただいた対象者は，パーキンソン病を患っておられた．
　初めての長期実習で，病名はパーキンソン病，対象者の職業は内科医，奥様が毎回の理
学療法に付き添われ，主治医が 2 日に一度は同行されるという，冷静に思い出せば緊張を
強いられる実習環境であった．入院によって薬剤の調整が行われていたが，症状の変動と
ともに歩行障害がみられていた．冒頭の会話は，互いに少しずつ慣れてきた頃，対象者の
奥様が学生である私に遠慮がちに話しかけられた言葉である．
　早速，その靴を自宅から持ってきていただくと，確かに歩幅は大きくなり姿勢も改善し
た．その姿をみた奥様は喜ばれるとともに，「主人は，元気な頃からこの靴を履くと気持
ちが引き締まってしゃんとするんですよ．気の持ちようなんですかね」，「でも，こんなこ
と素人の私が先生たちには言えないですけどね」と付け加えられた．
　介護にあたる家族の思い，医療を受ける側の遠慮がちな態度，靴の効果などいろいろな
ことを考えさせられた．靴についていえば，当時の私が考えたことは，心理的効果，靴の
重量が持つ影響，踵があることによる重心位置の変化の 3 点であった．その後，足関節付
近に重錘を巻いたり，いくつかの補高をした靴で歩容を比較してみた．観察ならびに対象
者の主観的印象から効果は明らかであったが，その違いを定量的に示そうと床反力計上を
歩いていただこうとすると，検査室ではすくみが顕著となって歩行は困難であった．運動
学的な効果はあったと思われるが，心理的な支援が大切であることを実感した場面でも
あった．
　この 20 年の間に，パーキンソン病に対する薬物療法は着実な進歩を遂げている．大脳
基底核の構造と機能の解明，多くの分子生物学的研究，大規模な臨床治験による薬効比較
を踏まえ，継続的な低用量多剤併用療法が実施されている．他方，パーキンソン病に対す
る治療薬は，対症療法の域を脱しておらず，多彩な症状に対応できる専門医の数も限られ
ている．理学療法においては，薬物療法に運動療法を加えることによって歩行を含めた 
ADL の一時的な改善の可能性が示されている．少なくとも 20 年前には，様々な運動療法
の科学的な効果の検証，体幹障害やすくみに対するデータの提示はごく限られていた．ま
た，安楽な生活を送るために，嚥下，腰痛，拘束性換気障害などの症状に対する積極的な
取り組みを本特集で具体的に提示できた意味も大きいと感じている．
　理学療法に対する国民の期待は，最終的には健康寿命の延伸に寄与することである．そ
のためには，健康増進，障害予防，早期治療・介入，地域での継続的な介入・支援など
様々な手法がある．そして，個々の臨床実践においては，身体機能や ADL の一時的改善
と維持にとどまらず，心理的支援を含めた継続的な理学療法を実施できる環境を整備する
ことが重要であろう．

（内山　靖）
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